
【図1-3: ポイントを押さえた業務工程】

【図1-5: だれもがわかりやすい説明手法】

【図1-4: 設計から運用まで一元化したBIMシステム】
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・豊富な実績と最新の知見や技術を熟知した設計者を配置し、
課題整理や解決を漏れなくスピーディに行います。

・実績の豊富な管理技術者に、情報を集約するワンストップ体
制を構築し、スムーズな連携による業務推進を図ります。

・計画の重点項目、課題、与条件を早い段階で明確化し、手戻り
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新庁舎を迎える新たなラディアン地区は、地区全体として、
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【図1-2: 確実に業務を推進する体制】
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	aまちづくり・庁舎、保健施設・改修設計の専門家を結集

	aポイントを押さえた前倒し設計と継続的なコスト管理

	a愛着と価値向上により長く親しまれ続けるまちづくり

１．交流×交通×防災×環境のつながる「ニノにわ」ラディアン地区づくり
(1 ページ /6 ページ )様式 7　①業務実施方針

【図1-1: 様々な活動が連鎖するラディアン地区「ニノにわ」イメージ】
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【図2-2：駅と地区をつなぐ緑のネットワーク】

【図2-7：町民の活動拠点「ニノ町スペース」】【図2-6：ツバキ】

【図2-5：カンナ】

【図2-4：ニノ道広場】【図2-3：ニノ花広場イベント】
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・交差点や通学路には安全帯を設ける等、地区全体を緩やかに
歩車分離し、誰もが安全に集える歩行者空間を創り出します。
・地区内の歩道は段差や素材に配慮したバリアフリーな空間と
して整備することで、みんなに優しい地区を実現します。

・庁舎建設に伴い変化する交通量を様々な状況を視野に入れ
てシミュレートし、安全かつスムーズな交通計画を提案します。
・ラディアンや花の丘公園でのイベント時の交通量の変化にも
配慮した円滑な車両動線計画を提案します。

・ニノ花広場に面して町民活動機能を配置し、広場と連携した
町と町民の協働を促進する「ニノ町スペース」とします。
・二宮の素材や工芸を使った二宮らしい町民活動スペースをつ
くるとともに、ラディアンと連携した子育て支援拠点としても
利用可能な計画とします。
・「ニノ町スペース」は休日の町民利用を可能とすることで、花の
丘公園やラディアンと連携し、地区全体の賑わいを促進します。

・ニノにわは「ニノ花広場」「ニノ道広場」「防災広場」の３つのエ
リアから構成し、ふわふわ広場や花の丘公園とつながる町民
の居場所となります。
・それぞれの広場は拡張したラディアンモールでつながり地区
全体に回遊性と賑わいの連鎖を生み出します。
・ラディアンモールはメンテナンス性に配慮しつつ、町の花や
木々に囲まれた町民の親しみやすい景観とします。

・ラディアン地区の「里山の緑」
を強化するとともに「街の緑」
や「水辺の緑」と連なる緑の
ネットワークを形成します。
・緑のネットワークは、はな通り
を介して駅と計画地を繋ぐこ
とで、自然豊かな二宮らしい
ウォーカブルなまちづくりの
起点となります。

歩車分離によるみんなの安全な居場所

町民活動の拠点となる「ニノ町スペース」

交通シミュレーションによる円滑な車両動線計画

駅と地区を繋ぎ、まちに波及する緑のネットワーク

自然に触れ、憩い、集うみんなの居場所「ニノにわ」

	a安心・安全がつなぐみんなの日常的な活動づくり	a緑がつなぐ歩きたくなる地区・まちづくり

	aまちの活力を生む庁舎の町民活動拠点づくり	a二宮の自然を感じる地区全体のランドスケープ計画

２.町民が憩い・集い・賑わう「みんなの居場所」づくり
(2 ページ /6 ページ )様式 7　④ラディアン周辺を「居心地の良いエリア」にするために

【図2-1：地区全体配置計画】



【図3-2:フェーズフリーな二つの広場】

【図3-3: 安全性・費用・開かれた庁舎のバランスを鑑みた建物配置】 【図3-4: 災害時インフラバックアップ】
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保 電気復旧＜３日目以降＞

水源確保・避難所等へ応急給水（井水の連続供給：受水槽 )
通信 県・消防等への連絡・要請（防災無線・衛星通信） 電気・通信復旧＜３日目以降＞

基本計画案基本計画案 本計画案本計画案
土砂災害対策が
必要な庁舎
土砂災害対策が
必要な庁舎

崖影響範囲から
極力離した配置
崖影響範囲から
極力離した配置
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影響
範囲
影響
範囲 新庁舎新庁舎30°30° 30°30°

まちに開くまちに開く

を投入します。
本プロジェクトに必要な技術力を

立地上の課題
 ●関連計画 「都市計画マスター

敷地内の課題
 ●現庁舎 ( 坂倉準三作品 ) の

二ノ町
スペース

二ノ町
スペース 第二駐車場第二駐車場ニノ花広場ニノ花広場 庁舎庁舎

広域避難場所広域避難場所
都市公園都市公園

広域避難場所の拡張広域避難場所の拡張
都市公園の拡張都市公園の拡張

町民を守る防災庁舎町民を守る防災庁舎 応援組織活動拠点応援組織活動拠点
町民広場町民広場 町民サービス町拠点庁舎町民サービス町拠点庁舎 イベント時駐車場イベント時駐車場

災害時：災害時：
平常時：平常時：

 避難 避難

テントサイトテントサイト

ふわふわ広場ふわふわ広場

▼浸水ライン▼浸水ライン
災害対策本部災害対策本部 消防消防警察警察自衛隊自衛隊

災害状況の把握災害状況の把握災害状況の把握災害状況の把握かまど
ベンチ
かまど
ベンチ

炊き出し炊き出し

市民災害対応窓口市民災害対応窓口情報発信情報発信

＜北側＞＜北側＞ ＜南側＞＜南側＞

ボランティア活動拠点ボランティア活動拠点

消防、自衛隊、警察等、応援組織の
テントサイト救急車両・大型車両等の
駐車スペース

町民災害対応窓口スペース
各種証明書発行・安否情報・一時避難
受入・弱者受入対応・自立支援相談等
窓口を設置

2 階執務スペースを災害対策本部エリア
に転換
連携組織（警察・消防・自衛隊）や救援
者の待機スペースを設置

防災広場（第二駐車場）を活用した、
物資搬入・仮置きスペース
物資の保管・供給スペース

町民の一時避難滞在スペース

ともしびショップと連携し、
炊き出しを行う
また不足の分はカマドベンチで対応する

町民向けに周辺被災状況、生活支援情報
等を掲示、無料 Wi-Fi スポット・携帯充
電サービスを提供

各種証明書発行・安否情報・一時避難受入・
弱者受入対応・自立支援相談等窓口を設置

第一駐車場第一駐車場

第二駐車場第二駐車場

マンホールトイレマンホールトイレ

土砂災害特別警戒区域
（  レッドゾーン  ）

土砂災害特別警戒区域
（  レッドゾーン  ）

ラディアン花の丘公園：広域避難場所ラディアン花の丘公園：広域避難場所

新庁舎：災害対策本部（2F）新庁舎：災害対策本部（2F）

ラディアン：救護エリアラディアン：救護エリア

中央応急救護拠点中央応急救護拠点

一次避難場所一次避難場所

ボランティア支援ボランティア支援

防災の行政無線防災の行政無線 物資仮設テント物資仮設テント

災害掲示版災害掲示版

新庁舎新庁舎

防災シビックコア防災シビックコア

ラディアンラディアン

福祉会館福祉会館

テントサイトテントサイト

業務継続業務継続

炊き出し炊き出し

救護支援広場救護支援広場

連携連携

連携連携

連携連携

連携連携

連携連携

福祉会館福祉会館

各機能にフレキシブルに参画する
ボランティアの拠点スペース

ラディアンを中央応急救護拠点
とし、医療施設の飽和等に備え、
軽傷者の対応や搬送前の応急措置
を行う

自衛隊自衛隊

消防消防

警察警察

物資物資

大型車両駐車場大型車両駐車場

緊
急

輸
送

道
路

緊
急

輸
送

道
路

（ニノ道広場）（ニノ道広場）

（防災広場）（防災広場）

（ニノ花広場）（ニノ花広場）

・ラディアン地区一体での連携を意識した建築計画により災害
時にも一体の防災シビックコアとして機能し、広く町民を受け
入れサポート可能な計画地とします。

・災害時には各エリアが日常機能から災害時機能へ機能転換
し、情報発信・展開・市民ケアへの対応を可能とします。
・「中央応急救護所」のラディアン、「広域避難場所」指定の花の
丘公園と庁舎、一体となった防災拠点をつくります。
・福祉会館は応急救護支援広場となる「二ノ道広場」を介してラ
ディアンと連携し、中央応急救護所の支援を行います。

・土砂災害特別警戒区域から極力離した配置計画とすることで、
土砂災害対策で必要以上にコスト増にならない計画とします。
・建物東側（崖側）は地震対策に必要な耐震壁を配置すること
で、土砂災害と地震への対策を両立した構造計画とします。
・庁舎敷地は建物ピットの掘削土を利用し、1階床レベルをGL
＋500とすることで、想定以上の浸水時にも機能維持可能な
計画としつつ、搬出土を削減します。

・発災後3日分の発電機設備を設置します。3日目以降は自然
エネルギーによる機能維持システムを確立しつつ、復旧に時
間を要する下水は7日間維持可能な計画とします。

・「ニノ花広場」は花の丘公園と一体で市民を受け入れる広域
避難場所として機能します。
・「防災広場」は万が一の災害時、仮設テントサイトへの活用な
ど、迅速かつフレキシブルに災害活動の場へ転換します。
・庁舎の災害時に日常機能から災害時機能へ転換し、２階全体は
災害対策本部機能となり迅速な指揮命令機能を発揮します。

・国土交通省が主導する3D都市モデル「PLATEAU」のデータを活
用した防災まちづくりを推進します。

エリアマネジメント・防災専門家と協働する防災まちづくり

避難拠点となるまちの防災シビックコア ラディアン・花の丘公園・庁舎・福祉会館一体の防災拠点

効率的な防災拠点づくり

3日間＋α機能維持可能なBCP庁舎

災害時迅速に機能転換するフェーズフリー防災拠点

	a地域一体での防災拠点づくり

	aラアディアン地区の安全の象徴となる庁舎

３.町の安心安全の拠点－ラディアン地区連携防災計画－
(3 ページ /6 ページ )様式 7　⑤ラディアン周辺を地域の安心な場所にするために

【図3-1: 災害時機能転換と施設間連携】
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【図4-6: 階高の縮減】

【図4-8:LCC 削減値】

【図4-7:LCC 削減メニュー】

【図4-5: 掘削土・搬出土の縮減】

【図4-2: 改編しやすいフレキシブルな執務室】

【図4-4: 合理的な構造計画】

【図4-1: 各階平面ゾーニング図】

標準
計画
標準
計画

0% 100%

今回
提案

建設
凡　例

修繕
光熱水

警備
清掃管理

廃棄

設備管理31

26

８

5 7

14 17

14

10

7

19 1

114 26％削減
LCC（ライフサイクルコスト 80 年 ）

4,2
00

2,6
00

3,9
00

3,1
00

階高300㎜減
天井高500㎜増

埋土＋盛土による
排出土を削減
埋土＋盛土による
排出土を削減

扁平梁による
掘削量を削減
扁平梁による
掘削量を削減

断熱・防湿断熱・防湿

700700

執務室執務室 水廻りを集約水廻りを集約

ピット・水槽ピット・水槽
▼GL▼GL

▼GL＋0.5ｍ▼GL＋0.5ｍ

▲従来の掘削位置▲従来の掘削位置

売店キッズキッズキッズ
ルームルームルーム

交流交流交流 情報情報情報

総合
案内
総合
案内
総合
案内

風除室風除室風除室

待合待合待合

会議室会議室会議室

光と風の広場光と風の広場光と風の広場

執務室執務室執務室

WC

売店キッズ
ルーム

交流 情報

総合
案内

風除室

待合待合

会議室会議室

光と風の広場光と風の広場

執務室執務室

WC

売店キッズキッズキッズ
ルームルームルーム

交流交流交流 情報情報情報

総合
案内
総合
案内
総合
案内

風除室風除室風除室

風除室風除室風除室

待合待合待合

会議室会議室会議室

執務室執務室執務室

WC

雑用水
ポンプ
消化
ポンプ
守衛室

売店キッズ
ルーム

交流 情報

総合
案内

風除室

風除室

待合待合

会議室会議室

執務室執務室

WC

雑用水
ポンプ
消化
ポンプ
守衛室

従来窓口

二宮式窓口

職員は町民が窓口に来ることを待つ
一般的な窓口方式

ICTを活用し、職員が町民に寄り添いながら
手続きを進めるオープン型窓口

職員

町民

職員が町民の元へ

タッチパネル受付

一緒に席へ 市民に寄り添う
オープン型窓口
市民に寄り添う
オープン型窓口

・会議室や相談室の集約配置と共用利用に加え、明快な階構成
とすることによる共用部削減等の建物規模縮減を検討します。

・メイン階段は階段室としては設けず、吹抜けに縦動線を設置
し移動の円滑化を図るとともに、コミュニケーションを誘発さ
せることで共用化の効果を最大化します。

・執務室は、9ｍグリッドスパン
とし、柱の少ない見通しのいい
窓口とします。執務室内は窓
口に近い、効率的なユニバー
サルレイアウトを実現します。

・将来のDX化や人口減少によ
る執務室の面積縮減の可能
性を考慮し、市民ゾーンの将
来的な拡大などが対応しやす
いプランニングです。

・シンプルで整形、ゆとりある積
載荷重設定により、将来組織
改編に柔軟に対応します。

・コンパクトな扁平基礎梁で掘削量を削減します。掘削土は盛
土や埋め戻しに利用し、土工事、搬出土を削減します。

・天井レス化とダクトレス空調、扁平梁により、天井高さ約3.0ｍ
を確保しつつ通常の階高から300mm 階高を縮減します。

・9ｍグリッドスパンによって、柱躯体量を３割削減します。柱本
数が減ることにより杭を集約化し、コスト縮減を図ります。

・9ｍ以下の在来施工が可能なスパン長にすることで、コスト高
となるプレストレスト梁とせず、建設コストを抑制します。

・西側は扁平フレームにすることで地震力を分散し、南側はスリ
ムなフレームにすることで広場に開きます。

・メンテンナンス性に配慮し、メンテバルコニーを設置します。深
い軒により、外壁や窓ガラスが汚れにくい計画とします。

・設備シャフトの集約による配管ルート短縮により点検対象を
少なくします。天井レスとすることで設備点検を容易にします。

・建物外周には車両が周回できる動線を確保します。

・ＲＣ躯体がそのまま外装となることで、無駄な外装費を抑える
とともに、塩害に配慮したコンクリートかぶり厚さ（一般地域
＋10mm）を確保することで、耐久性が高く、メンテナンスの少
ない計画とします。

・屋外の設備は除塩フィルターを設置し、塩害対策を行います。

建設費の縮減（メンテ箇所の縮減） 点検更新改修の容易化
①基幹設備を屋上に集約
②配管スペースを共用部に集約
③無天井で配管や照明の見える化
④躯体外装利用による高耐久化
⑤エネルギー見える化による温度制御
⑥スケルトンインフィルによる更新性
⑦天井 ·壁 ·設備ユニット化による更新性
⑧機器搬入スペース
⑨搬入用EVの設置
⑩高耐久の設備機器の採用
⑪塩害対策による劣化防止
⑫メンテ庇による外装の汚れ防止や点検利用

①構造躯体外壁化による外装材の縮減
②9mグリッドによる柱数・杭数の削減
③躯体露出による無天井化
④無天井化による階高の縮減
⑤汎用素材・設備の活用
⑥熱負荷低減のための開口面積縮減
⑦エリアごとの照明数の最適化
⑧空調の合理化によるダクト配管縮減
⑨基礎躯体合理化による掘削・搬出の縮減
⑩オープンフロアで内装面積の削減
⑪機能の集約化による面積の縮減
⑫基幹設備の屋外設置による室の縮減

【図4-3: 効率的な階構成と縦動線のオープン化】
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建築基準法上必要最低限
二か所の階段室の設置

職員用
エコボイド来庁者用

エコボイド

・コミュニケーション促進
・動線の明確化、円滑化
・自然採光、換気利用

・コミュニケーション促進
・動線の明確化、円滑化
・自然採光、換気利用

階段の
オープン化
階段の
オープン化

メンテナンスが少なく かつ 容易な庁舎

地域性を踏まえた耐久性の高いRC造と設備機器

レイアウト変更に対応可能な9ｍグリッド庁舎 方角による特性を活かした構造計画

扁平梁による階高や掘削土の縮減

集約化＋共用化による面積効率の最大化

 a 周辺環境に開きながらコストを抑える矩形プラン a 将来の組織改編にフレキシブルな「永く使える」庁舎

 a 将来負担の少ないローメンテナンス庁舎

４.二宮の未来に貢献する、使いやすくローコストな長寿命RC造庁舎
(4 ページ /6 ページ )様式 7　②新庁舎のライフサイクルコストについて　



(5 ページ /6 ページ )様式 7　③新庁舎の費用体効果の高い ZEB 化について　

【図5-3: 周辺環境による敷地の風向き】

【図5-2: 二宮町の気候・敷地の風土特性と呼応する環境提案】

【図5-5: 夜間外気通風と煙突効果】

【図5-8:ZEB 化に向けたロードマップ】

【図5-4: 周辺環境に調和した構造】

【図5-6: 無駄のない設備計画】

【図5-7: 費用対効果と採用目的を明確にしたランニングコスト低減策】

ニノ花広場ニノ花広場
土砂防止
耐震壁
土砂防止
耐震壁

土砂危険区域土砂危険区域

広場に開く
小柱
広場に開く
小柱

東西面の
短い形状
東西面の
短い形状

広場との繋がり広場との繋がり

西日西日

ラディアンの軸ラディアンの軸

山から回り込んだ
南南西からの風
山から回り込んだ
南南西からの風

西日を抑制する
ルーバー柱
西日を抑制する
ルーバー柱

ルーバー柱による
ウィンドキャッチ
ルーバー柱による
ウィンドキャッチ

第二駐車場第二駐車場

町民ゾーン町民ゾーン

待合ゾーン待合ゾーン

庁舎ゾーン庁舎ゾーン

＜北側＞＜北側＞ ＜南側＞＜南側＞
ＲＣによる躯体蓄熱ＲＣによる躯体蓄熱

空調負荷の低減効果空調負荷の低減効果
室内30°→26°室内30°→26°

夜間に山側から吹く
冷涼な北風（約25°）
夜間に山側から吹く
冷涼な北風（約25°）

上空の風を通し内部の
空気を吸い上げることで
煙突効果を促進

上空の風を通し内部の
空気を吸い上げることで
煙突効果を促進

階段吹抜けによる
煙突効果で外冷気が
巡り躯体を冷却

階段吹抜けによる
煙突効果で外冷気が
巡り躯体を冷却

夏場夏場 体感温度 26℃の環境づくり体感温度 26℃の環境づくり

デシカントデシカント

室内温度 28℃室内温度 28℃

従来デシカント方式従来デシカント方式 全熱交換器方式全熱交換器方式 小型デシカント方式小型デシカント方式

湿度　　40％湿度　　40％
ダクト：多　配管：少ダクト：多　配管：少

空調機空調機

ダクトダクト

配管配管

配管配管

室内温度 26℃室内温度 26℃
湿度　　60％湿度　　60％
ダクト：少　配管：多ダクト：少　配管：多

空調機空調機
全熱交換器全熱交換器

デシカントデシカント

室内温度 28℃室内温度 28℃
湿度　　40％湿度　　40％
ダクト：少　配管：無ダクト：少　配管：無

山並みと調和するスカイライン山並みと調和するスカイライン

水水

水

執務室（町民窓口）待合

待合 町長室

監査委員室

大会議室
（災害対策本部）

二ノ町スペース

執務室（行政窓口）

議場

冬
夏

風

風

南東からの上空の風を通し、
煙突効果によって各室を自然通風

湿

北側のハイサイドライト
による執務室への安定採光

北側の夜間の冷風を
取り込みRC躯体を冷却

冬場の暖気を循環利用

屋根の高断熱化

光

ハイサイドライト
による執務室への採光

光

太陽光発電光

メンテ庇による
日射遮蔽

光

柱ルーバーによる
西日遮蔽

雨水を雑用水や散水に利用

降った雨を雨水槽に貯留

光

熱

熱

小型デシカント空調による
室内湿度の調整

散水による打ち水効果

１
2
3
4
5
6
7

8
9
10
11
12
13
14

15
16
17
18
19
20
21

自
然

建
築

空
調

空
調

電
気

電
気

給
排
水

エ
ネ
ル
ギ

太陽光発電 CO2
年間維持費の増減（円 /㎡ . 年）

0 40-40-800

1

2

3

80

1

A

B

C

D

13

14
3
10

6
12

4
8
7
9

17
2

5
15

11
18
20 21

16
19

環
境
負
荷
低
減
効
果
（
kg
-C
O
2/
㎡
.年
）

濃度による外気量制御

自然通風
高性能ガラス
高断熱化
日射制御
全熱交換器
夜間冷却

暖気回収

環境負荷低減効果が高い、コスト

環境負荷低減効果は高くないが、

負荷低減効果が高くコストが高い

イニシャル . ランニングコストの
バランスが良い
全体コストにより採用を検討

再生可能エネルギーの利用に関
して有効だが採用を検討

安い

コスト安い

積極的に採用を検討
費用対効果大

ランク A

ランク B

ランク C
ランク D

小

居住域空調
外気冷房
デシカント空調
太陽熱利用

照明器具

初期照度補正制御
昼光利用照明制御
人感センサー制御

電力の見える化
雨水．井水利用
超節水器具

制御タイムスケジュール

LED

採用を検討

①
熱負荷
低減

①
熱負荷
低減

②
空調換気
合理化

②
空調換気
合理化

開口率縮減（約30％）
壁・屋根：高性能断熱材
南西面Low-E複層ガラス
高効率パッケージ空調（汎用品）
小型デシカント空調
自然通風・夜間外気通風
CO2濃度による換気量制御
設定照度の合理化
昼光センサー・照明エリア制御
太陽光発電(25kＷ)
将来増設スペースの確保

：コストダウン項目を示す

③照明
合理化
③照明
合理化

④創エネ④創エネ

100％100％

50％50％

25％25％

0％0％

一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量

標
準
庁
舎

55％
削減

太陽光
発電

照明60%
削減

換気50%
削減

空調50%
削減

ZEB
Ready Nearly

ZEB

竣工時 竣工後の将来対応

COST ▼

COST ▼

COST ▼
COST ▼

COST ▼B
E
M
S
に
よ
る
最
適
化

補
助
金
を
活
用
し
た

太
陽
光
発
電
の
増
設

補
助
金
の
活
用

補
助
金
の
活
用

次
世
代
設
備
よ
る
省
エ
ネ

・環境負荷低減に対して、ランニングコストの縮減率を比べた費
用対効果と、社会的な環境価値の導入の採否を常に考慮しな
がら、町と情報を共有することで、設備方式を決定します。
・物価上昇や納期を考慮しながら、設備設計を調整します。

・二宮町の気候は、夏は冷涼、冬は温暖で、気温が安定した中間
期が他の地域と比べて長いのが特徴です。
・３方を山に囲まれた本敷地は、中間期に吹く南東の風が山に
あたって回り込み、南南西から風が吹きます。南南西の風を西
側の柱ルーバーによってウインドキャッチし、室内に冷涼な風
を取り込み、中間期の空調に頼らない計画とします。
・建物上空では、南東の山から抜けた風速の速い風が吹き、屋
上メンテ用の階段室に風を通すことで、煙突効果を利用した
室内の自然換気を促進します。

・天井設置可能なヒートポンプ式小型デシカント空調機を採用
することで、配管レスかつ各階換気によるダクト縮減を図ると
ともに、湿度の高い二宮町で、湿度をきめ細やかに調整するこ
とで、温度を大幅に下げることなく、室内の快適性を高めます。

・南北に長い敷地形状に、できるだけ正方形に近い建物形状に
することで、西面の日射負荷の影響を最小限にします。
・西面は構造躯体と一体となった柱ルーバーによって、西日を抑
制します。柱ルーバーにあたる西日が反射し、自然で柔らかい
光を取り込み、西側を明るくします。

・夏場の夜間は北側の山から風が吹きます。夜間は、町民ゾーン
に設置した電力レス自然換気窓から、室内に風を通すことで、
蓄熱しやすいRC躯体を冷却し、夏場の空調負荷を抑えます。

・BEMS（エネルギー管理システム）を導入し運用に合わせた設
備設定を改善することで、更なる省エネ効果を実現します。
・創エネ機器や次世代機器の増設・更新に考慮します。

・二宮の気候を考慮し自然エネルギーを利用すれば、特殊で高
価な設備は必要ありません。費用対効果が高い汎用品を中心
に活用することで十分に竣工時ZEBReadyの達成が可能です。
・補助金を活用することで、さらなるコスト縮減を行います。

熱

風

湿

夏季は冷涼・冬季は温暖 ・
・
・

・
・
・

昼：南東の風・夜：北西の風

１年中を通して湿度が高い

湿

南西風のウィンドキャッチ・夜間外気通風

きめ細やかな湿度管理

日射負荷の少ない形状・西側日射抑制

二宮町の気候風土 ZEB 化の環境提案

熱

風

光

山に囲まれた涼しい環境
山から回り込む南南西の風

西日を受けやすい南北に長い敷地

高効率汎用機器の選定
→コスト・省エネ・点検のバランスを確保

→自然エネルギーを利用した環境づくり

→空調温度を上げずに快適性を確保

→日射負荷の低減による空調のコスト縮減

熱

風

光

計画地の風土特性

新庁舎

海からの南東の風

山に当たって
回り込む

自然通風に適した
2m/s程度のやさしい風

【自社による風向シミュレーション】
穏やかな風環境の
ひろば空間

相模湾沿い気候と周辺環境を利用した自然通風

ダクトが少なく配管レスのきめ細やかな調湿度換気方式

日射負荷を受けにくい建物フレーム形状

夏場夜間の山からの北風を利用した夜間外気通風

物価上昇の時期を避けた設備機器の導入

竣工時ZEBReady実現とコストのバランス

将来的なZEB化（更なる省エネ化）への対策

	a風土を活用した無駄のない二宮パッシブシステム

	a ZEB（ゼロ・エネルギー・ビル）実現のロードマップ	a費用対効果の大きい設備方式の採用

5.相模湾気候と山際の敷地を活用したローコストパッシブ庁舎

【図5-1: パッシブ庁舎の環境提案イメージ】



【図6-4: 効果の高いコスト管理手法】【図6-3: 物価上昇のモニタリング】

【図6-8: 熟練技術者による技術伝承】【図6-6: 統合BIMを活用したエラー防止】 【図6-9: 施工時の動画による技術伝承】【図6-7: 設計チェックリストイメージ】

【図6-1: プロセス会議イメージ】

【図6-2:BIMを活用した与条件整理表の作成】 【図6-5:DXを用いた図面チェックフロー】
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プロジェクト名称 /     /           印

目次
1 法規制

2 敷地条件

3 土地利用

4 配置計画

5 平面計画

ピット
水廻り計画

6 断面計画

7 外装計画（仕上）
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屋根
軒天

8 内装計画（仕上）
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壁
天井

9 材料（外部・内部）

10 建具

外部
内部

11 各性能

遮音
振動
塩害
寒冷・多雪
汚れ

12 外構

駐車場
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14 環境

15 ユニバーサル

16 昇降機

17 構造計画

18 設備計画

19 その他

法改正等に伴う改訂項目
□　今回改定の各項目に関わる建築基準法の一部を改正する法律
１． 2014年7月1日施行　　概要

２． 2014年4月1日施行

（１）建築基準法施行令の一部を改正する政令（平成２５年政令第２１７号）関係資料

（２）同施行規則及び建築基準法に基づく指定資格検定機関等に関する省令の一部を改正する省令（平成２５年国土交通省令第６１号） 
（３）建築物の天井脱落対策関連告示（平成２５年国土交通省告示第７７１号～７７９号）

（４）エレベーター等の脱落防止対策関連告示（平成２５年国土交通省告示第１０４６号～１０５４号）　

改訂履歴（巻末）

部長

総括主任技術者　　　（ 設計部 ）
設計チェックリスト

（１）木造建築関連基準の見直し三階建ての学校等について、
　　一定の防火措置を講じた場合には、主要構造部を準耐火構造等とすることができる。
（２）構造計算適合性判定制度の見直し比較的簡易な構造計算について、
　　一定の要件を満たす者が審査を行う場合には、構造計算適合性判定を不要とすることとする。
（３）仮使用承認制度における民間活用工事中の建築物の仮使用について、
　　一定の安全上の要件を満たす場合には、指定確認検査機関が認めたときは仮使用できる。
（４）新技術の円滑な導入に向けた仕組み
　　←旧３８条認定の復活といわれています現行の建築基準では対応できない新建築材料や新技術について、
　　国土交通大臣の認定制度を創設し、それらの円滑な導入の促進を図る
（５）容積率制限の合理化容積率の算定に当たって、
　　昇降機の昇降路の部分及び老人ホーム等の用途に供する地階の部分の床面積を延べ面積に算入しない
（６）定期調査・検査報告制度の強化建築物や建築設備等についての定期調査・検査制度を強化し、
　　防火設備についての検査の徹底などを講じる。
（７）建築物の事故等に対する調査体制の強化
 　事故・災害対策を徹底するため、国が自ら、関係者からの報告徴収、建築物等への立入検査等をできることとする。
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設計主任

確認
(基本)

設計主任

確認
(実施)

1 法 □ 道路

規制  □２項道路 ・

□位置指定道路 ・

 □接道義務 ・

□路地上敷地 ・

 □道路内の建築制限 ・

□都市計画道路内の建築制限 ・

□ 用途

 □用途規制 ・

□ 構造制限

 □防火・準防火地域 ・

□法２２条区域 ・

□特殊建築物 ・

 □大規模木造建築物 ・

□ 形態規制

 □高層住居誘導地区 ・

□容積率 □指定容積率（　　　　　　　　％）

□最大容積率（　　　　　　　　％）

 □前面道路幅員（　　　　　　ｍ）×（□0.4　□0.6）

＝ （　　　　　　　　％）

 □特定道路までの距離（　　　　　　　　　ｍ）

□みなし幅員[（12-幅員　　　　ｍ）

　　×（70-距離　　　　　ｍ）/70]＝（　　　　　ｍ）

□ＥＶシャフトの面積は対象外としたか ※ＥＶ機械室は容積率対象

 □共同住宅の階段等の容積率緩和 ・

□高齢者福祉施設の地階は対象外としたか

□建ぺい率 □指定建ぺい率（　　　　　　　　％）

□最大許容建ぺい率（　　　　　　　　％）

 □角地適用

□絶対高さ □有（□10ｍ　□12ｍ）

□法55条許可申請

　□有の場合、空地の種類（　　　　　　　　　　　　　　　）

　□上記の空地に段差が無いことを確認しているか。

 □北側斜線 □低層住専（5m　1.25）

□中高層住専（10m　1.25）

□道路斜線 □適用（□20  □25  □30  □35 ）m

 　 斜線勾配（□1.25　□1.5）

□隣地斜線 □住居系地域（20m　1.25）

 □その他地域（31m　2.5)

□天空率適用 □道路高さ制限　　□隣地高さ制限　　□北側高さ制限　　

□日影規制 □5m（　　　　h）　　□10m（　　　　h）

 　　　測定面GL+（□1.5m　　□4m）

□外壁後退 □有（□1m　　□1.5m）

 □最低敷地制度 ・

□ 避難

 □階段 屋内階段幅（　　　　　　　以上）

 屋外階段（□避難用　900以上　　□その他　600以上）

 蹴上（　　　　　）以下　　　踏面（　　　　　）以下

（小学校における児童用階段の蹴上に緩和規定あり）

 □直通階段までの歩行距離（建基令120・①、②、④） （□60　　□50　　□40　　□30　　□20）ｍ

 □2以上の直通階段（建基令121・②） □特殊建築物　　□6階以上居室　　　　□緩和適用

 □避難階の直上階居室（□＞400㎡　□＞200㎡）

 □５階以下居室（□＞200㎡　□＞100㎡）

 □重複距離（□30　　□25　　□20　　□15　　□10）ｍ

 □避難階段 □避難階段

 □避難階段や特別避難階段の構造を満足しているか。 □特別避難階段

 　（建基令123・①、③） □避難階段および特別避難階段廻り開口部：有・無

内容（プロジェクトごとに記載）確認・チェック項目分類
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　□上記の空地に段差が無いことを確認しているか。

 □北側斜線 □低層住専（5m　1.25）

□中高層住専（10m　1.25）

□道路斜線 □適用（□20  □25  □30  □35 ）m

 　 斜線勾配（□1.25　□1.5）

□隣地斜線 □住居系地域（20m　1.25）

 □その他地域（31m　2.5)

□天空率適用 □道路高さ制限　　□隣地高さ制限　　□北側高さ制限　　

□日影規制 □5m（　　　　h）　　□10m（　　　　h）

 　　　測定面GL+（□1.5m　　□4m）

□外壁後退 □有（□1m　　□1.5m）

 □最低敷地制度 ・

□ 避難

 □階段 屋内階段幅（　　　　　　　以上）

 屋外階段（□避難用　900以上　　□その他　600以上）

 蹴上（　　　　　）以下　　　踏面（　　　　　）以下

（小学校における児童用階段の蹴上に緩和規定あり）

 □直通階段までの歩行距離（建基令120・①、②、④） （□60　　□50　　□40　　□30　　□20）ｍ

 □2以上の直通階段（建基令121・②） □特殊建築物　　□6階以上居室　　　　□緩和適用

 □避難階の直上階居室（□＞400㎡　□＞200㎡）

 □５階以下居室（□＞200㎡　□＞100㎡）

 □重複距離（□30　　□25　　□20　　□15　　□10）ｍ

 □避難階段 □避難階段

 □避難階段や特別避難階段の構造を満足しているか。 □特別避難階段

 　（建基令123・①、③） □避難階段および特別避難階段廻り開口部：有・無

内容（プロジェクトごとに記載）確認・チェック項目分類
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設計主任

確認
(基本)

設計主任

確認
(実施)

1 法 □ 道路

規制  □２項道路 ・

□位置指定道路 ・
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□ 構造制限
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□最大容積率（　　　　　　　　％）
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＝ （　　　　　　　　％）
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□みなし幅員[（12-幅員　　　　ｍ）

　　×（70-距離　　　　　ｍ）/70]＝（　　　　　ｍ）
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□建ぺい率 □指定建ぺい率（　　　　　　　　％）

□最大許容建ぺい率（　　　　　　　　％）

 □角地適用

□絶対高さ □有（□10ｍ　□12ｍ）

□法55条許可申請

　□有の場合、空地の種類（　　　　　　　　　　　　　　　）

　□上記の空地に段差が無いことを確認しているか。

 □北側斜線 □低層住専（5m　1.25）

□中高層住専（10m　1.25）

□道路斜線 □適用（□20  □25  □30  □35 ）m

 　 斜線勾配（□1.25　□1.5）

□隣地斜線 □住居系地域（20m　1.25）

 □その他地域（31m　2.5)

□天空率適用 □道路高さ制限　　□隣地高さ制限　　□北側高さ制限　　

□日影規制 □5m（　　　　h）　　□10m（　　　　h）

 　　　測定面GL+（□1.5m　　□4m）

□外壁後退 □有（□1m　　□1.5m）

 □最低敷地制度 ・

□ 避難

 □階段 屋内階段幅（　　　　　　　以上）

 屋外階段（□避難用　900以上　　□その他　600以上）

 蹴上（　　　　　）以下　　　踏面（　　　　　）以下

（小学校における児童用階段の蹴上に緩和規定あり）

 □直通階段までの歩行距離（建基令120・①、②、④） （□60　　□50　　□40　　□30　　□20）ｍ

 □2以上の直通階段（建基令121・②） □特殊建築物　　□6階以上居室　　　　□緩和適用

 □避難階の直上階居室（□＞400㎡　□＞200㎡）

 □５階以下居室（□＞200㎡　□＞100㎡）

 □重複距離（□30　　□25　　□20　　□15　　□10）ｍ

 □避難階段 □避難階段

 □避難階段や特別避難階段の構造を満足しているか。 □特別避難階段

 　（建基令123・①、③） □避難階段および特別避難階段廻り開口部：有・無

内容（プロジェクトごとに記載）確認・チェック項目分類
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設計主任

確認
(基本)

設計主任

確認
(実施)

内容（プロジェクトごとに記載）確認・チェック項目分類

□非常用エレベーター：

□構造遡及に関して、構造部へ確認をしているか。 □構造部コメント：（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

4 配置 □ 敷地内動線計画

計画 □人および車、物流の動線計画に配慮しているか。 □具体的配慮：（歩車分離、生活道路や通学路をサービスルート

（レベル設定） にしない等の具体策を記入すること）

□ 屋外設備配置 （機器、メーター、引込み位置）

□ GL設定の妥当性（現況地盤とGLの関係）

 □ベンチマークとなりうるレベルポイントを確認し □ベンチマークポイント：

　ているか。 □周辺敷地とのレベル関係：

 □当該敷地と周辺敷地ならびに道路およびその他と □前面道路とのレベル関係：

　のレベル関係を確認しているか。 □設計GL設定の根拠：

 □上記を踏まえて、適切な設計GLの設定を行って

 　いるか。

□平均ＧＬの算出をしているか。

□ 設計ＧＬレベル・周辺地盤レベルと1階床レベル

□1階床レベルを周辺地盤レベルおよび設計GLより □雨水を含む各種排水配管と排水桝（既設を含む）レベルの確認

　高く設定しているか。

□雨水が浸入しやすい箇所（1階各出入口廻り）には、 □雨水浸入防止策：（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　グレーチング側溝設置などの措置を講じているか。

　（風雨時対策、排水溝（グレーチング蓋）など設置）

□ 設計段階でレベル測量データが無い場合の対応

□設計段階でレベル測量データの無い場合の対応を

　特記仕様書や監理引継書などで明確にしているか。

5 平面 □ モデュール設計

計画 □平面計画上、モデュール設計がなされているか。

＜WC＞

□ トイレ防水の有無、トイレメンテナンス方法

□トイレ防水の有無を確認しているか。 □トイレ防水の有無：有・無

□防水の有無に伴って、メンテナンス方法を確認し □トイレメンテナンス：湿式、乾式

　ているか。（床洗い、乾式など）

□床点検口がピット区画に対して適確に設置されて

　いるか。

□ 便器の個数・和洋、付帯設備の考え方(ベビー

キーパー等)

□対象人数と便器個数の設置検討をしているか。 □便器算定資料の作成（便器個数の確認資料）

□和洋便器の設置要否の確認をしているか。

□付帯設備（ベビーベッド、ベビーキーパー、フィッ

　ティングシート、ジェットタオル、小物キャビネット

　など）の設置要否の確認をしているか。

□トイレのペーパーホルダーは2個/ブースと

　なっているか

□ 汚垂石（防汚タイル）

□汚垂石を設置しているか。

□汚垂石の石種ならびに材質をチェックしているか。

□塩ビシートの場合、耐薬性シートを採用しているか。

　また塩ビシートの張り方に配慮しているか

　（便器と平行に張り、将来その部分の張り替えが容易にできるか）

□ 便器の見え方

□給水、排水配管と便器の関連性（意匠性）を
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設計主任

確認
(基本)

設計主任

確認
(実施)

内容（プロジェクトごとに記載）確認・チェック項目分類

□非常用エレベーター：

□構造遡及に関して、構造部へ確認をしているか。 □構造部コメント：（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

4 配置 □ 敷地内動線計画

計画 □人および車、物流の動線計画に配慮しているか。 □具体的配慮：（歩車分離、生活道路や通学路をサービスルート

（レベル設定） にしない等の具体策を記入すること）

□ 屋外設備配置 （機器、メーター、引込み位置）

□ GL設定の妥当性（現況地盤とGLの関係）

 □ベンチマークとなりうるレベルポイントを確認し □ベンチマークポイント：

　ているか。 □周辺敷地とのレベル関係：

 □当該敷地と周辺敷地ならびに道路およびその他と □前面道路とのレベル関係：

　のレベル関係を確認しているか。 □設計GL設定の根拠：

 □上記を踏まえて、適切な設計GLの設定を行って

 　いるか。

□平均ＧＬの算出をしているか。

□ 設計ＧＬレベル・周辺地盤レベルと1階床レベル

□1階床レベルを周辺地盤レベルおよび設計GLより □雨水を含む各種排水配管と排水桝（既設を含む）レベルの確認

　高く設定しているか。

□雨水が浸入しやすい箇所（1階各出入口廻り）には、 □雨水浸入防止策：（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　グレーチング側溝設置などの措置を講じているか。

　（風雨時対策、排水溝（グレーチング蓋）など設置）

□ 設計段階でレベル測量データが無い場合の対応

□設計段階でレベル測量データの無い場合の対応を

　特記仕様書や監理引継書などで明確にしているか。

5 平面 □ モデュール設計

計画 □平面計画上、モデュール設計がなされているか。

＜WC＞

□ トイレ防水の有無、トイレメンテナンス方法

□トイレ防水の有無を確認しているか。 □トイレ防水の有無：有・無

□防水の有無に伴って、メンテナンス方法を確認し □トイレメンテナンス：湿式、乾式

　ているか。（床洗い、乾式など）

□床点検口がピット区画に対して適確に設置されて

　いるか。

□ 便器の個数・和洋、付帯設備の考え方(ベビー

キーパー等)

□対象人数と便器個数の設置検討をしているか。 □便器算定資料の作成（便器個数の確認資料）

□和洋便器の設置要否の確認をしているか。

□付帯設備（ベビーベッド、ベビーキーパー、フィッ

　ティングシート、ジェットタオル、小物キャビネット

　など）の設置要否の確認をしているか。

□トイレのペーパーホルダーは2個/ブースと

　なっているか

□ 汚垂石（防汚タイル）

□汚垂石を設置しているか。

□汚垂石の石種ならびに材質をチェックしているか。

□塩ビシートの場合、耐薬性シートを採用しているか。

　また塩ビシートの張り方に配慮しているか

　（便器と平行に張り、将来その部分の張り替えが容易にできるか）

□ 便器の見え方

□給水、排水配管と便器の関連性（意匠性）を
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設計主任

確認
(基本)

設計主任

確認
(実施)

内容（プロジェクトごとに記載）確認・チェック項目分類

□非常用エレベーター：

□構造遡及に関して、構造部へ確認をしているか。 □構造部コメント：（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

4 配置 □ 敷地内動線計画

計画 □人および車、物流の動線計画に配慮しているか。 □具体的配慮：（歩車分離、生活道路や通学路をサービスルート

（レベル設定） にしない等の具体策を記入すること）

□ 屋外設備配置 （機器、メーター、引込み位置）

□ GL設定の妥当性（現況地盤とGLの関係）

 □ベンチマークとなりうるレベルポイントを確認し □ベンチマークポイント：

　ているか。 □周辺敷地とのレベル関係：

 □当該敷地と周辺敷地ならびに道路およびその他と □前面道路とのレベル関係：

　のレベル関係を確認しているか。 □設計GL設定の根拠：

 □上記を踏まえて、適切な設計GLの設定を行って

 　いるか。

□平均ＧＬの算出をしているか。

□ 設計ＧＬレベル・周辺地盤レベルと1階床レベル

□1階床レベルを周辺地盤レベルおよび設計GLより □雨水を含む各種排水配管と排水桝（既設を含む）レベルの確認

　高く設定しているか。

□雨水が浸入しやすい箇所（1階各出入口廻り）には、 □雨水浸入防止策：（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　グレーチング側溝設置などの措置を講じているか。

　（風雨時対策、排水溝（グレーチング蓋）など設置）

□ 設計段階でレベル測量データが無い場合の対応

□設計段階でレベル測量データの無い場合の対応を

　特記仕様書や監理引継書などで明確にしているか。

5 平面 □ モデュール設計

計画 □平面計画上、モデュール設計がなされているか。

＜WC＞

□ トイレ防水の有無、トイレメンテナンス方法

□トイレ防水の有無を確認しているか。 □トイレ防水の有無：有・無

□防水の有無に伴って、メンテナンス方法を確認し □トイレメンテナンス：湿式、乾式

　ているか。（床洗い、乾式など）

□床点検口がピット区画に対して適確に設置されて

　いるか。

□ 便器の個数・和洋、付帯設備の考え方(ベビー

キーパー等)

□対象人数と便器個数の設置検討をしているか。 □便器算定資料の作成（便器個数の確認資料）

□和洋便器の設置要否の確認をしているか。

□付帯設備（ベビーベッド、ベビーキーパー、フィッ

　ティングシート、ジェットタオル、小物キャビネット

　など）の設置要否の確認をしているか。

□トイレのペーパーホルダーは2個/ブースと

　なっているか

□ 汚垂石（防汚タイル）

□汚垂石を設置しているか。

□汚垂石の石種ならびに材質をチェックしているか。

□塩ビシートの場合、耐薬性シートを採用しているか。

　また塩ビシートの張り方に配慮しているか

　（便器と平行に張り、将来その部分の張り替えが容易にできるか）

□ 便器の見え方

□給水、排水配管と便器の関連性（意匠性）を
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設計主任

確認
(基本)

設計主任

確認
(実施)

内容（プロジェクトごとに記載）確認・チェック項目分類

　開口寸法の設定に十分に注意を払っているか。

　（ピボットヒンジ、丁番などにより、実質的開口が異なる

　～60㎜～100㎜程度開口幅が小さくなる。）

□ 扉の沓摺

□車椅子利用者の多い施設で沓摺を設けていないか

11 各性能

＜耐久性＞

□ 耐久性

□耐久性が要求されている部位の性能比較検討を □耐久性能比較検討書（比較検討項目：耐磨耗性、耐候性、

　行っているか。 　耐荷重性、表面硬度、耐薬品性、その他）

＜遮音＞

□ 遮音性能に関する要求事項の確認

□遮音性能に関する顧客要求事項の確認。 □（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□遮音性能規定の特記（特記仕様書、建具特記事項）

□ 外部騒音対策

□窓ガラス、サッシを含めた開口部の騒音対策 □サッシ・扉の遮音性能・防音性能の規定（建具表）

□サッシ・扉の仕様規定の記載（AT、SAT）

□ 遮音性能（壁仕様）

□各室の壁遮音性能をチェックする必要性があるか。 □壁遮音性能チェックの要否：要・否

□各室の壁遮音性能チェックシートを作成しているか。 □各室間の壁遮音チェックシートの作成

□各室の目標NC値を設定しているか。 □各室の目標NC値リストの作成

□環境騒音測定を実施しているか。 □環境騒音測定の実施

□遮音壁にアウトレット類が設置有無。 □無し。

□有り。・・・遮音対策（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

※目透かし張りなど、壁仕上との関係性注意のこと！

□ 界壁～乾式壁

□擦過音対策 □対策方法：（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　（LGSのテフロン加工、テフロンテープ巻きなど）

□ 遮音性能（床仕様）

 □各室の床遮音性能をチェック要否確認。 □床遮音性能チェックの要否：要・否

 □各室の床遮音性能チェックシート作成。 □各室間の床遮音チェックシートの作成

□ 設備貫通部の遮音性能

□設備貫通部の遮音処理 □貫通処理方法：（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□遮音性に配慮した盤など→設備図への記載依頼。 □設備部への依頼日：（　　　　　）

＜振動＞

□ 壁の振動

□隣室あるいは近傍が機械室・EVシャフトの場合、

　壁の振動対策を検討しているか。

＜塩害＞

□ ステンレス

□ヘアライン仕上は塩害地域では使用していないか。

□屋外ステンレスは塗装あるいはワックス塗布を

　講じているか。

＜寒冷・多雪＞

□ 屋根の積雪（荷重）

□条例のみならず利用勝手（メンテナンス）を考慮

　したものとなっているか。

□北面開口部の小庇の地上への落雪が支障ないこと

　を確認しているか。

□ 落雪対策
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設計主任

確認
(基本)

設計主任

確認
(実施)

内容（プロジェクトごとに記載）確認・チェック項目分類

　開口寸法の設定に十分に注意を払っているか。

　（ピボットヒンジ、丁番などにより、実質的開口が異なる

　～60㎜～100㎜程度開口幅が小さくなる。）

□ 扉の沓摺

□車椅子利用者の多い施設で沓摺を設けていないか

11 各性能

＜耐久性＞

□ 耐久性

□耐久性が要求されている部位の性能比較検討を □耐久性能比較検討書（比較検討項目：耐磨耗性、耐候性、

　行っているか。 　耐荷重性、表面硬度、耐薬品性、その他）

＜遮音＞

□ 遮音性能に関する要求事項の確認

□遮音性能に関する顧客要求事項の確認。 □（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□遮音性能規定の特記（特記仕様書、建具特記事項）

□ 外部騒音対策

□窓ガラス、サッシを含めた開口部の騒音対策 □サッシ・扉の遮音性能・防音性能の規定（建具表）

□サッシ・扉の仕様規定の記載（AT、SAT）

□ 遮音性能（壁仕様）

□各室の壁遮音性能をチェックする必要性があるか。 □壁遮音性能チェックの要否：要・否

□各室の壁遮音性能チェックシートを作成しているか。 □各室間の壁遮音チェックシートの作成

□各室の目標NC値を設定しているか。 □各室の目標NC値リストの作成

□環境騒音測定を実施しているか。 □環境騒音測定の実施

□遮音壁にアウトレット類が設置有無。 □無し。

□有り。・・・遮音対策（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

※目透かし張りなど、壁仕上との関係性注意のこと！

□ 界壁～乾式壁

□擦過音対策 □対策方法：（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　（LGSのテフロン加工、テフロンテープ巻きなど）

□ 遮音性能（床仕様）

 □各室の床遮音性能をチェック要否確認。 □床遮音性能チェックの要否：要・否

 □各室の床遮音性能チェックシート作成。 □各室間の床遮音チェックシートの作成

□ 設備貫通部の遮音性能

□設備貫通部の遮音処理 □貫通処理方法：（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□遮音性に配慮した盤など→設備図への記載依頼。 □設備部への依頼日：（　　　　　）

＜振動＞

□ 壁の振動

□隣室あるいは近傍が機械室・EVシャフトの場合、

　壁の振動対策を検討しているか。

＜塩害＞

□ ステンレス

□ヘアライン仕上は塩害地域では使用していないか。

□屋外ステンレスは塗装あるいはワックス塗布を

　講じているか。

＜寒冷・多雪＞

□ 屋根の積雪（荷重）

□条例のみならず利用勝手（メンテナンス）を考慮

　したものとなっているか。

□北面開口部の小庇の地上への落雪が支障ないこと

　を確認しているか。

□ 落雪対策
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設計主任

確認
(基本)

設計主任

確認
(実施)

内容（プロジェクトごとに記載）確認・チェック項目分類

　　□非改修部の防災機能の確認。 □点検結果報告書の確認

□不具合の聞き取り調査の実施

□改修前の既存状況調査と報告の実施。 □調査報告日（　　　　　　　　）

□ 竣工写真

□設計図書説明の際に顧客への提出部数等を

　確認しているか。

□官庁関連プロジェクトの場合の入手方法を特記

　記載しているか。（別途費用支払い）

　※この場合、発注者への十分な説明が必要。

□ 意匠図内の整合性

□CAD図の重ね合せチェック □担当　□設計主任　□総括主任

□確認申請図と発注図の整合性チェック □担当　□設計主任　□総括主任

※監理/施工図作成フェーズでの質疑フィードバックの徹底

改訂の履歴

2020.05.13  『ガラスを用いた開校部の安全設計指針』の名称訂正・追記

2020.05.13  土中に面する範囲の壁、床（対策例）の追記

2021.08.24 15.ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ 手摺に労働安全衛生規則の規定の遵守を追記 FB情報等に伴う改訂項目

2022.12.20 11各性能＜汚れ＞に不燃木の白華に対する対応を追記 FB情報等に伴う改訂項目
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設計主任

確認
(基本)

設計主任

確認
(実施)

内容（プロジェクトごとに記載）確認・チェック項目分類

　　□非改修部の防災機能の確認。 □点検結果報告書の確認

□不具合の聞き取り調査の実施

□改修前の既存状況調査と報告の実施。 □調査報告日（　　　　　　　　）

□ 竣工写真

□設計図書説明の際に顧客への提出部数等を

　確認しているか。

□官庁関連プロジェクトの場合の入手方法を特記

　記載しているか。（別途費用支払い）

　※この場合、発注者への十分な説明が必要。

□ 意匠図内の整合性

□CAD図の重ね合せチェック □担当　□設計主任　□総括主任

□確認申請図と発注図の整合性チェック □担当　□設計主任　□総括主任

※監理/施工図作成フェーズでの質疑フィードバックの徹底

改訂の履歴

2020.05.13  『ガラスを用いた開校部の安全設計指針』の名称訂正・追記

2020.05.13  土中に面する範囲の壁、床（対策例）の追記

2021.08.24 15.ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ 手摺に労働安全衛生規則の規定の遵守を追記 FB情報等に伴う改訂項目

2022.12.20 11各性能＜汚れ＞に不燃木の白華に対する対応を追記 FB情報等に伴う改訂項目
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見落し、エラーを防ぐ
チェック項目

題目 曲面壁のボード張り施工の注意点についての動画

BIM
データベース
BIM

データベース

BIMに与条件も含め情報を集約 与条件整理表として取り出し

データの取り出し二宮町
要求

防災計画
（区画図）

防犯
計画

サイン
計画

仕上
計画

壁種別
計画

遮音
計画

水準摘要
情報

要求水準表
大項目
中項目 防犯性

室名
○○室 Ⅳ Ⅱ Ⅳ Ⅰ Ⅱ
○○室 Ⅳ Ⅱ Ⅳ Ⅱ Ⅲ
○○室 Ⅳ Ⅱ Ⅳ Ⅱ Ⅲ
○○室 Ⅳ Ⅱ Ⅳ Ⅲ Ⅱ
○○室 Ⅳ Ⅱ Ⅳ Ⅱ Ⅱ
○○室 Ⅳ Ⅱ Ⅳ Ⅱ Ⅲ
○○室 Ⅳ Ⅱ Ⅳ Ⅰ Ⅱ
○○室 Ⅳ Ⅱ Ⅳ Ⅱ Ⅲ
○○室 Ⅳ Ⅱ Ⅳ Ⅱ Ⅲ

防犯性対浸水初期火災
拡大防止耐火 音環境

対火災小項目

安全性
防災性

・経験と知見を活かして、気づきにくいところも含めて町と一緒
に与条件を整理し、スムーズで漏れの無い設計をします。

・管理技術者が窓口になって、打合せの他設計チーム全体を掌
握して設計品質を管理します。

・意匠、構造、設備をそれぞれBIM設計で行い、それらを重ね合
わせた統合BIMにより整合性を図ります。重ね合わせ図を竣工
後も維持することで、適切でスピーディな改修が可能です。

・蓄積している実績に裏付けされた確実な技術を業務に活用します。
・奇をてらわない機能と社会のつながりを重視した計画とします。

・過去の設計図書は電子データ、スキャンデータとして保
存し、いつでも取り出せる記録としています。
・データベースは用途、規模毎にまとめており、町のデータ
としても活用できます。

・蓄積された設計技術をマニュアル化し、OJT教育資料と
して活用することで、事務所のノウハウを伝承します。
・文字で伝わりにくい技術伝承は動画を併用し、部内で共有す
るとともに、何度も見返せるようにしています。
・熟練技術者のマンツーマンによる図面チェック機会を設ける
ことで、マニュアルに盛り込められない暗黙知を伝承します。

・事務所幹部、各部門長参加のプロセス会議によりプロジェクト
の進行状況を共有し、課題解決の方向付け、確認を行います。
・成果品は事務所幹部の検証後、顧客への説明と確認を行い、
修正、改善要求があった場合は、適切に対応します。
・成果品のリリースは事務所長の許可により行います。

・初期段階に確認した各室の設計与条件をBIMデータのパラメー
ターに保存し、各室の必要な性能が確保できるようにします。
・BIMデータは設計段階だけでなく完成後も維持管理に活用する
ことで、ランニングコストが縮減されLCCを低減させます。

・与条件、設計基準と照合、かつ設計プロセスを監視する照査技
術者を配置し、設計業務各段階でアウトプットを管理します。

・コスト縮減効果が高い基本設計初期段階に中長期的視
点で、建設市況変動を踏まえながら的確なコストスタディ
を実施します。

・社内承認が必要な書類はデジタル技術を活用し、承認期限内
に承認が実行されるよう管理します。

・過去の社内不具合情報はデータベースとして、その内容、原
因、処置の経過を全社員が閲覧することができます。
・設計事務所の各種研究会等で入手した不具合情報も技術情
報（フィードバック）としてデータベース化しています。
・不具合情報は各部部会等で部員に周知するとともに、設計
チェックリストのチェック項目として不具合再発を防止します。

・設計課題や打合せによる懸案事項を抽出し、その解決目標時
期、解決の有無を着色によって見える化したリストを作成し、毎
回の打合せ冒頭にその内容を共有します。

発注者の視点で設計与条件を考える 窓口の明確化

エラーを防ぐ統合BIM	の運用 不具合を発生させない技術の活用とプロセス運用

DXを活用したデータ保管

技術力を発揮するための伝承

段階的なレビューによりプロセス会議実施とアウトプット

BIMを活用した与条件整理とデジタルデータ維持

発注者の視点で照査技術者が管理

初期段階からの徹底的なコストチェック

DXを用いた社内承認フロー

不具合情報の共有と設計チェックリストの活用

積み残しを防ぐ課題解決リストの運用

	a設計品質の向上 	a設計品質の管理とその手法

	aエラーの再発防止策とエラー防止の仕組みづくり 	a 100年近く続く設計事務所の技術伝承

６.町に寄り添い、良質な設計品質を確保した施設設計
(6 ページ /6 ページ )様式 7　⑥設計品質の確保について
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